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製造過程での
水使用量を
削減すること

使用した水を
適切に処理し
自然環境に
戻すこと

水源涵養で
水資源を
補充すること

リサイクル
Replenish

リデュース
Reduce Recycle

リプレニッシュ

ウォーター・ニュートラリティー
のための3つの要素

酸素
O2

工場から
出た有機物  

微生物

沈殿させて、
上澄みを
川へ流す。

CO2水

酸素を取り入れ、
微生物を活性化させる。

エアレーション

※ラグーン処理方式
微生物が有機物を食べ、
水と二酸化炭素に分解します。

工場

コカ・コーラ「森に学ぼう」プロジェクト～わくわく体験ランド北海道ｉｎ白旗山～

エレクトロン・ビーム発生装置

当社が水資源保護する白旗山の森

白旗山における植樹活動
「い・ろ・は・す」555ml、北海道限定の「い・ろ・は・す ハスカップ」
555mlと「ジョージア ミルクコーヒー」500ml
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N

コカ・コーラ「森に学ぼう」プロジェクト
～わくわく体験ランド北海道ｉｎ白旗山～

「山のがっこう」授業風景

北海道の
価値ある自然を
次の世代へ。

北海道の
価値ある自然を
次の世代へ。

当
社
の
取
り
組
む
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
リ
テ
ィ
ー

　

当
社
の
製
品
は
、
北
海
道
の
豊
か
な
大
地
に

育
ま
れ
た
良
質
な
地
下
水
を
使
っ
て
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。「
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ニュ
ー
ト
ラ
リ
テ
ィ
ー

（
Ｗａ
ｔｅｒ 

Ｎｅｕ
ｔｒａ
ｌ
ｉ
ｔｙ
）」と
は
、
こ
う
し

た
製
品
づ
く
り
の
過
程
で
使
っ
た
量
と
同
じ
量
の

水
を
、
自
然
に
還
元
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
コ
カ･コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
で
は「
２
０
２
０
年
ま
で

に
水
資
源
の
持
続
可
能
性
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
」と
い
う
世
界
共
通
の
目
標
を

掲
げ
、
製
造
過
程
に
お
け
る
水
使
用
量
削
減「
リ
デ

ュ
ー
ス（
Ｒｅ
ｄｕｃｅ
）」、
製
造
過
程
で
使
用
す
る

水
の
循
環「
リ
サ
イ
ク
ル（
Ｒｅｃｙ
ｃ
ｌｅ
）」、
地
域

の
水
資
源
保
護「
リ
プ
レ
ニ
ッ
シ
ュ（
Ｒｅｐ
ｌｅｎ
ｉ

ｓ
ｈ
）」の
三
つ
の
要
素
で
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ニュ
ー
ト
ラ

リ
テ
ィ
ー
の
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
札
幌
工
場
の
製
造
工
程
で
の
節

水
や
自
然
に
や
さ
し
い
排
水
処
理
の
ほ
か
、
札
幌

工
場
で
使
用
し
て
い
る
地
下
水
の
水
源
が
札
幌
市

清
田
区
の
白
旗
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
１
年

に
札
幌
市
と
締
結
し
た「
環
境
事
業
に
関
す
る
協

定
」に
基
づ
い
て
、
白
旗
山
の
森
づ
く
り
を
推
進
す

る
な
ど
多
角
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Recycle

ラ
グ
ー
ン
処
理
方
式

01
大地と生きものたち、そしてもちろん人間も、

水なしでは生きていくことができません。

豊かな水は、北海道コカ・コーラボトリング

の製品の源でもあります。

北海道の水資源を守り次世代へとつないで

いくことは、水資源を使う私たちの責任

です。

環境

北
海
道
の
大
自
然
に

育
ま
れ
た
豊
か
な
水
と

大
地
の
恵
み
を

お
届
け
し
ま
す

　
札
幌
工
場
の
製
品
は
す
べ
て
、
白
旗
山

を
水
源
と
す
る
地
下
水
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
白
旗
山
に
降
り
注
い

だ
雨
や
雪
が
、
長
い
歳
月
を
経
て
不
純

物
な
ど
が
取
り
除
か
れ
た
良
質
な
水
。

こ
れ
を
P
E
T
ボ
ト
ル
に
詰
め
た
の
が
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー「
い
・

ろ
・
は
・
す
」で
す
。
ま
た
、
当
社
で
は

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
製
品
に
も
北
海
道
産
の

砂
糖
や
乳
・
生
ク
リ
ー
ム
を
使
う
な
ど
、

地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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札
幌
工
場
で
は
２
０
１
２
年
よ
り
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
製
品
の
製
造
ラ
イ
ン
で
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
・
ビ
ー
ム

（
電
子
線
）に
よ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
殺
菌
を
行
っ
て

い
ま
す
。
従
来
の
洗
浄
に
比
べ
て
洗
浄
水
の
使
用

量
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。　

　

札
幌
工
場
の
排
水
処
理
に
は
、
微
生
物
の
自
己

浄
化
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
て
余
剰
汚
泥
の
発
生
量

を
抑
え
る「
ラ
グ
ー
ン
処
理
方
式（
※
）」を
採
用
。

国
の
排
水
基
準
を
上
回
る
自
社
基
準
を
設
け
て
、

高
度
な
処
理
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
コ
カ・コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
植
樹
や
自
然
体

験
を
通
じ
て「
森
」と「
水
」の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、「
コ
カ・コ
ー
ラ『
森
に
学

ぼ
う
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
、
札
幌
工
場
で
使

う
地
下
水
の
水
源
域
で
あ
る
白
旗
山
を
舞
台

に
、札
幌
市
森
林
組
合
や
市
民
団
体
と
協
働
で
、

「
コ
カ・コ
ー
ラ『
森
に
学
ぼ
う
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

わ
く
わ
く
体
験
ラ
ン
ド
北
海
道
ｉｎ
白
旗
山
〜
」

と
題
し
、
植
樹
や
湧
水
の
観
察
、
木
工
ク
ラ
フ
ト

体
験
な
ど
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年

に
は
当
社
社
員
と
地
元
の
子
ど
も
た
ち
約
3０
人

が
参
加
し
て
、
水
源
の
森
へ
ミ
ズ
ナ
ラ
約
１
０
０

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
、
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
院
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、「
山
の
が
っ
こ
う
」を

開
校
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
環
境
保
全
と
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
白
旗

山
を
は
じ
め
と
す
る
北
海
道
の
自
然
を
教
育
と

研
究
を
通
し
て
次
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と

を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

対
象
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
。
北
海
道
大

学
の
大
学
院
生
が
中
心
に
な
っ
て
、
地
域
の
関
係

者
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
白
旗
山
で
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、
水
の
科
学
を
学
ぶ
場
で
す
。

伝
え
る
側
の
大
学
院
生
と
受
け
取
る
子
ど
も
た

ち
双
方
が
刺
激
を
受
け
合
っ
て
、
価
値
あ
る
学
び

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
に
は
小
学
生
を
対
象
に
、
森
と
地
下

水
の
関
係
や
植
樹
の
意
味
を
伝
え
た
ほ
か
、
高
校

生
に
は
水
循
環
を
テ
ー
マ
に
、
電
気
伝
導
度
や
安
定

同
位
体
比
を
用
い
た
分
析
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

Replenish

コ
カ･コ
ー
ラ

「
森
に
学
ぼ
う
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Reduce

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
・

ビ
ー
ム
殺
菌

Replenish

「
山
の
が
っ
こ
う
」

ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
リ
テ
ィ
ー

ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
リ
テ
ィ
ー


